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このガイドについて
•  シンボルは計算列が自然表示形式を使用し ている こ と

を示し、シンボルは計算列がラ イ ン表示形式を使用し

ている こ と を示し ます。入力式および計算結果の表示形式につ
いて詳し く は、 「入力式および計算結果の表示形式の指定」 を
参照し て く だ さい。

• キーに表記されている文字は、 そのキーを押すこ と で入力され
る数値や演算子、 または実行される機能を示し ます。

例 ：、、、、、など。

• またはキーを押すと、 直後に押し たキーに表記されて

いる機能とは別の機能が実行されます。この別機能はキーの上
のスペースにテキス ト で示し ます。

• キーに表記さ れている文字の色と別機能の対応関係は以下の
とお り です。

• このユーザー ガイ ド では、 キーの別機能を使う操作を以下のとお

りに表記し ます。

例 ：  (sin-1)  
sinは、 直前のキー操作 （ ） によ っ て呼び出される機

能を示し ます。実際に操作するキーを示し ているのではあ り ま
せん。

• このユーザー ガイ ド では、 画面上のメ ニュー項目を選択する

キー操作を以下のとお り に表記し ます。

例 ： （Setup）

Setupは数字キーの操作 （） によ って選択される メ ニュー

項目を示し ます。

キーに表記されている
文字の色

意味

青  を押し てからキーを押すと、該当す

る機能が呼び出されます。

オレンジ  を押し てからキーを押すと、該当す

る変数、 定数、 または記号が入力されま
す。
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• カーソル キーには、方向を示す4つの矢印がそれ

ぞれ表記されています。 このユーザー ガイ ド で

は、 カーソル キーの操作を、、、 お

よびと表記し ます。

• このユーザー ガイ ド に示す表示画面や図 （キーに表記されている

文字など） は説明のみを目的と し てお り、 実際の表示とは異なる
場合があり ます。

• このガイ ド の内容は、 将来予告な しに変更される こ とがあ り ま
す。

•  ： 角度の単位に度を指定し ます。 ： 角度の単位にラジアンを指定し ます。

関数電卓の初期化
関数電卓を初期化し て計算モー ド および設定を初期設定に戻すに
は、 以下の操作を行います。 この操作によ っ て、 関数電卓の メ モ
リ 内にあるすべてのデー タ が消去 さ れますので注意 し て く だ さ
い。  （CLR）  （All）  （Yes）

• 計算モー ド と設定方法について詳し く は、 「計算モー ド および
セ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く ださい。

• メ モ リ について詳し く は、 「関数電卓の メ モ リの使用」 を参照
し て く だ さい。

安全に関するご注意
関数電卓を使用するには、 事前に安全に関する以下の注意事項を
よ く お読み く だ さ い。 必要な と きに参照でき る よ う、 このガイ ド
は手近な場所に保管し て く だ さい。

このガイ ド の画面およびキーは説明用に表記されてお り、 実際の
ものとは多少異なる場合があ り ます。

注意

この記号は、 安全に関する注意事項を無視する と、 装置の損傷や
損害を被るおそれがある こ と を示し ます。

電池

• 電池はお子様の手の届かない場所に保管し て く だ さい。 万が一
電池を飲み込んで し ま った場合は、ただちに医療機関の診断を
受けて く だ さい。

• 電池を充電し た り、 壊そ う と し た り し ないで く だ さ い。 また、
電池の回路をシ ョ ー ト させた り、電池を加熱し た り し ないで く
だ さい。

• 新しい電池を入れる と きは、 プ ラス記号 （＋） が上になるよ う
に入れて く だ さい。

• このガイ ド で指定されている電池のみを使用し て く だ さい。
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廃棄する場合
• この関数電卓は焼却炉に投入し ないで く だ さい。 破裂によるけ

がや火災の原因と なるおそれがあ り ます。

その他の注意事項
• 初めて この関数電卓を使用する と きは、 最初に%キーを押し て

く だ さい。
• 付属の電池は、 工場出荷時からお買い上げまでの間に多少消耗

し ている場合があ り ます。 このため、 付属の電池は新しい電池
よ り も寿命が短 く なる こ とがあ り ます。

• 電池の残量が非常に少な く なる と、 関数電卓のメ モ リが破損し
た り、 完全に失われた りする場合があ り ます。 重要な情報が失
われないよ う にするために、関数電卓とは別に情報の控えを残
し ておいて く だ さい。

• 極端な条件下での保管や使用は避けて く だ さい。
• 低温では関数電卓の応答速度が遅 く なった り、 画面表示が不完

全になった り、 電池寿命が短 く なった り し ます。 また、 直射日
光の当たる場所や暖房器具の近 く に関数電卓を置かないで く
だ さい。 高温はケースの変色や変形、 または電子回路の故障の
原因にな り ます。

• 湿気やほこ りの多い場所での保管や使用を避けて く だ さい。 電
子回路が故障するおそれがあ り ます。

• 関数電卓を落と し た り、 強い力を加えた り し ないで く だ さい。
• ひねっ た り 曲げた り し て、 関数電卓を変形 させないで く だ さ

い。
• 注 ： ポケ ッ ト に入れてお く と、 関数電卓をひねった り曲げた り

するおそれがあ り ます。
• ペン などの尖っ た もので関数電卓のキーを押 さ ないで く だ さ

い。
• 関数電卓を掃除する と きは、 柔らかい乾いた布を使用し て く だ

さい。関数電卓のケースを取り外すと保証が適用されな く な り
ます。

• 汚れがひどい場合は、 水で薄めた中性洗剤を使って掃除し て く
だ さ い。 洗剤に布を浸し、 固 く 絞っ てから関数電卓を拭き ま
す。 ベンジンや賦形剤、 その他の揮発性溶剤は使用し ないで く
だ さい。 ケースやキーが損傷するおそれがあり ます。

関数電卓を使用する前に

保護ハード  ケースの使用

1. 関数電卓を使用するには、本体を保護ケースからス ラ イ ド させ
て取り出し ます。
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2. 関数電卓を使い終わったら、 本体をスラ イ ド させてカバーを取
り外し ます。 保護ケースを使用する場合は、 本体のキーボード
側からスラ イ ド させて装着し ます。

電源のオン/オフの切り替え

• を押すと、 電源がオンにな り ます。

•   （OFF） を押すと、 電源がオフにな り ます。

画面のコン ト ラストの調整

  （SETUP）   （ CONT ）

コ ン ト ラ ス ト 調整画面が表示されます。およびを使って画

面のコ ン ト ラス ト を調整し、を押し ます。

または、 モー ド  メ ニ ュー （を押すと表示されます） の表示中

におよびを使っ て コ ン ト ラ ス ト を調整する こ と も で き ま

す。

重要 ： 画面のコ ン ト ラ ス ト を調整し て も画面の見やすさが変わら
ない場合は、電池の残量が少な く な っている可能性があ り ます。そ
の場合は電池を交換し て く だ さい。
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画面について

この関数電卓には、 31ド ッ ト ✕96ド ッ ト のLCDスク リーンが採用

されています。

例 ：

入力式

計算結果

シンボル表示   

重要 ： 非常に複雑な計算または時間のかかる計算の実行中は、 画
面に上記のシンボルのみが表示される （値は表示されない） 場合
があ り ます。

表示例 ：             STAT         DD

シンボル 意味

S
S

 キーが押されたため、 キーがシ フ ト し ていま

す。任意のキーを押すと このシンボルが消え、キー
のシ フ ト が解除されます。

A
キーが押されたため、アルフ ァベ ッ ト 入力モー

ド にな っ ています。 任意のキーを押すと このシン
ボルが消え、 アルフ ァ ベ ッ ト 入力モー ド が終了し
ます。

M 独立メ モ リに値が格納されています。

STO
変数 メ モ リ に値を書き込むために、 変数名の入力

を待機し ています。  （STO） を押すと表

示されます。

RCL
変数 メ モ リの値を呼び出すために、 変数名の入力

を待機し ています。 を押すと表示されます。

STAT STAT モー ド にな っています。

D 初期設定の角度単位が度です。

R 初期設定の角度単位がラ ジアンです。

G 初期設定の角度単位がグラー ド です。

FIX 指定 し た小数点以下の桁数が有効にな っ て いま
す。

SCI 指定し た有効桁数が有効にな っています。

Math 入力式および計算結果の表示形式に自然表示が選
択されています。


リ プ レ イ可能な計算履歴が記憶されています。 ま
たは、前画面および次画面にもデータがあ り ます。

Disp マルチステー ト メ ン ト によ る計算の中間結果を表
示し ています。
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計算モードおよびセッ トアップ

計算モード

計算モードの指定

（1） を押し て、 モー ド  メ ニューを

表示し ます。

（2） 選択するモー ド に対応する数字キーを押し ます。

た と えば、 STATモー ド を選択するには、を押し ます。

関数電卓のセッ トアップ

  （SETUP） を押すと セ ッ ト ア ッ プ メ ニューが表示されま

す。 セ ッ ト ア ッ プ メ ニューでは計算および表示の方法を指定でき

ます。 セ ッ ト ア ッ プ メ ニューには2つの画面があり、 画面間は
およびを使って移動できます。

   
   

 CONT の使い方について詳し く は、「画面のコ ン ト ラス ト の

調整」 を参照し て く だ さい。

入力式および計算結果の表示形式の指定

• 自然表示形式では、 分数、 無理数やその他の計算式が、 紙に書
いた と き と同様に表示されます。

演算の種類 選択する
モード

一般的な計算 COMP

統計計算および回帰計算 STAT

方程式計算 EQN

計算式から数値テーブルを作成 TABLE

真偽値 VERIF

X 値を求める PROP

入力式および計算結果の表示形式 押すキー

自然表示    （MthlO）

ラ イ ン表示    （LinelO）
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• ラ イ ン表示形式では、 分数やその他の計算式が1行で表示され

ます。

       

    

角度単位の初期値の指定

90° =  ラジアン = 100グラー ド

表示桁数の指定

計算結果の表示例
• Fix （小数点以下桁数固定） ： 指定し た数 （0～9） によ って、 表

示される計算結果の小数点以下の桁数が決ま り ます。計算結果
は、 指定し た桁数まで四捨五入されて表示されます。

例 ： 100 ÷ 7 = 14.286 （Fix3）

                                 14.29 （Fix2）

• Sci （有効桁数指定） ： 指定し た値 （0～10） によ って、 表示さ

れる計算結果の有効桁数が決ま り ます。 計算結果は、 指定し た
桁数まで四捨五入されて表示されます。

例 ： 1 ÷ 7 = 1.4286 ✕ 10 -1 （Sci5）

1.429 ✕ 10-1 （Sci4）

Norm ： 選択し た設定 （Norm 1またはNorm 2） によ っ て、 計

算結果を指数ではない形式で表示する範囲が決ま り ます。

指定し た範囲を超える部分では、計算結果は指数形式で表示さ
れます。

角度単位の初期値 押すキー

度    （Deg）

ラジアン    （Rad）

グラー ド    （Gra）

表示桁数 押すキー

小数点以下桁数    （Fix）  - 
有効桁数    （Sci）  - 
指数表示範囲    （Norm） 

（Norm1） または （Norm2）

        自然表示形式     ラ イ ン表示形式

π
2
---
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Norm 1 ： 10-2 > ,  ≧1010

Norm 2 ： 10-9 > ,  ≧1010

例 ： 1 ÷ 200 = 5 ✕ 10-3 （Norm1）

                          0.005 （Norm2）

分数の表示形式の指定

統計の表示形式の指定

STATモー ド時のSTATエデ ィ ター画面に頻度 （FREQ） の列を表示す

るかし ないかを切り替える こ とができます。

小数点の表示形式の指定

こ こでの設定内容は計算結果にのみ適用されます。入力時は常に小
数点はド ッ ト （.） で表示されます。

計算モードおよびその他の設定の初期化

この操作によ っ て、 計算モー ド およびその他の設定内容が以下の
とお り に初期化されます。  （CLR）  （Setup）  （Yes）

設定 初期化した値

計算モー ド Comp （標準計算モー ド）

入力式および計算結果の表示形式 Mthlo （自然表示）

角度の単位 Deg （度数法）

表示桁数 Norm 1 （指数表示1）

分数の表示形式 d/c （仮分数表示）

統計の表示形式 OFF （FREQ列を表示し ない）

小数点 Dot （ド ッ ト ）

分数の約分 AUTO （自動）

分数の表示形式 押すキー

帯分数     （a b/c）

仮分数     （d/c）

統計の表示形式 押すキー

FREQ 列を表示する     （STAT）  （ON）

FREQ 列を表示し ない     （STAT） （OFF）

小数点の表示形式 押すキー

小数点を ド ッ ト （.） で表示     （Disp）  （Dot）

小数点を コ ンマ （,） で表示    （Disp）（Comma）

x x

x x
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初期化を実行し ない場合は以下の操作を行います。の代わり に （Cancel） を押し ます。

計算式および数値の入力

標準形式による計算式の入力

この関数電卓では、 紙に書いた と き と同様に計算式を入力でき ま

す。キーを押すと計算が実行されます。 加減乗除、 関数、 かっ

この優先順位は自動的に判別されます。

例 ： 2(5 + 4)- 2x(-3)=
                   
                               
一般的な関数の入力

以下の一般的な関数は、 開きかっ こ付きで入力されます。 このた
め、 引数の末尾に閉じかっ こ （）） を入力し て く だ さい。

例 ： sin 30 =


                                
                                                を押すとsin (が入力されます。

自然表示形式を使用する場合は入力手順が異な り ます。 詳し く は、 「自
然表示形式での入力」 を参照し て く ださい。

乗算記号の省略

以下の場合は、 乗算記号 （✕） の入力を省略できます。

• 開きかっ こ （） の前 ： 2✕(5 + 4)など。

• 一般的な関数の前 ：

2✕ sin (30)、 2✕ (3)など。

• 変数名、 定数、 または乱数の前 ： 20✕A、 2✕πなど。

計算式末尾の閉じかっこ

計算式末尾の1つまたは複数の閉じかっ こは入力し ないでキー

を押し てかまいません。 詳し く は、 「計算式末尾の閉じかっ この省
略」 を参照し て く だ さい。

sin(, cos(, tan(, sin-1(, cos-1(, tan-1(, sinh(, cosh(, tanh(, sinh-1 (,

cosh-1(, tanh-1(, log(, ln(, e^ (, 10^ (,

 (, 3  (, Abs(, Pol(, Rec(, Rnd(, GCD(, LCM(, Int(, IntG(
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長い計算式の表示

画面に一度に表示でき る文字数は最大で15文字です。 16番目の文

字を入力する と、 計算式が左に移動し ます。 数式の左端にが表

示され、 画面の左に計算式が続いている こ と を示し ます。

入力式 ： 1111 + 2222 + 3333 + 444

画面上の表示

• が表示されている と きは、キーを押すと画面が左にスク

ロール し、 隠れている文字を表示で き ます。 画面を左にス ク

ロールする と、 計算式の右端にが表示されます。キーを

押すと、 右にス ク ロールし ます。

入力文字数 （バイ ト数）
• 1つの計算式につき最大99文字を入力できます。 1つキーを押

すご とに1バイ ト が使われます。 2つのキーを押し て入力する

関数 （  （sin-1） など） の場合も、 使われるのは1バイ

ト です。 なお、 自然表示で関数を入力する場合は、 入力し た各
項目に2バイ ト 以上が使われます。詳し く は、「自然表示形式で

の入力」 を参照し て く だ さい。
• 通常、 入力位置を表すカーソルは、 点滅する縦 （❙） または横

（_ ） 向きの線と し て画面に表示されます。 計算式に入力でき

るバイ ト 数が10バイ ト 以下になる と、カーソルがの形に変わ

り ます。 が表示されたら、 区切りの良いと こ ろで一度入力を

終了し、 計算結果を得て く だ さい。

計算式の訂正

こ こ では、入力中の計算式を訂正する操作について説明し ます。訂
正の操作は、 挿入モー ド と上書きモー ド で異な り ます。

挿入モード と上書きモードについて

挿入モー ド では、 カーソルの位置にある文字を置き換える と、 表
示されている残りの文字が左に移動し てスペースができます。 初
期設定では、 入力モー ド は挿入モー ド にな っ ています。 必要に応
じ て、 上書きモー ド に変更できます。

• 挿入モー ド を選択する と、 カーソルは点滅する縦線 （❙） と し て

表示されます。 上書きモー ド を選択する と、 カーソルは点滅す

る横線 （_） と し て表示されます。

• 初期設定では、 ラ イ ン表示での入力は挿入モー ド になっていま

す。  （INS） を押すと、 上書きモー ド に切り替える こ

とができます。
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• 自然表示では、 挿入モー ドのみを使用できます。 自然表示が選

択されている と きに  （INS） を押し ても、 上書きモー

ド に切り替わる こ とはあ り ません。 詳し く は、 「関数内への数
値の取り込み」 を参照し て く ださい。

• 入力式および計算結果の表示形式を ラ イ ン表示から自然表示
に変更する と、 自動的に挿入モー ド に替わり ます。

入力直後の文字または関数の変更

Example ： 369 ✕ 13を369 ✕ 12に訂正する。


          

    

 
文字または関数の削除

例 ： 369 ✕ ✕ 12を369 ✕ 12に訂正する。


挿入モー ド の場合 ：

       

                              

                                                 
上書きモー ド の場合 ：

                 
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                                 

                                                    

計算の訂正

例 ： cos(60)をsin(60)に訂正する。
挿入モー ド の場合 ：    

                           

                                                    

上書きモー ド の場合：   

                           

                                         
計算式への文字の挿入

この操作は常に挿入モー ド で行います。またはを使用し

て、 文字を挿入する位置にカーソルを移動し ます。

エラー位置の表示

を押し たと きにエラー メ ッ セージ （Math ERRORやSyntax
ERRORなど） が表示された場合は、またはを押し ます。

この操作によ っ て、 エ ラーが発生し た位置にカーソルが表示され
ます。
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例 ： 14 ÷ 10 ✕ 2 =を誤って14 ÷ 0 ✕ 2 =と入力し た。

以下の操作は挿入モー ド で行います。
           

                または を押します。 

                                                   こ こにエラーがあ り ます。

                                             

                                               

また、を押し て画面を消去し、 計算式を消去する こ と も でき

ます。

自然表示形式での入力

自然表示形式によ る入力では、 教科書どお りの書式で分数や一部
の関数を入力および表示できます。

重要 ：

• 計算式によ っては、 計算式が画面の縦方向にも広がり、 1 行に

収ま らな く なる場合があ り ます。 計算式は、 縦方向で2画面分

（31 ド ッ ト ✕ 2） の大き さになるまで入力できます。 縦方向の

上限を超える と、 それ以上入力できな く な り ます。
• 関数 とかっ こ を使用 し て入れ子を作る こ と がで き ます。 ただ

し、 関数やかっ こで多 く の入れ子を作る と、 入力を受け付けな
く なる こ とがあ り ます。 その場合は計算式を分割し て、 各部を
個別に計算し て く だ さい。

自然表示形式で入力できる関数と記号

「バイ ト 数」 欄の数字は、 入力時に使われる メ モ リのバイ ト 数を表
し ます。

関数 / 記号 キー操作 バイ ト数

仮分数  9

帯分数   () 13

Log (a,b) （対数）  6
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自然表示形式による入力例

以下の操作は自然表示を選択し て行って く ださい。

自然表示形式での入力時は、 カーソルが表示される位置とサイズ
に十分注意し て く だ さい。

例1 ： 23 + 1を入力する
                              

                          

例2 ： 1+  + 3を入力する


                      

                        

例3 ： (1 + )2 ✕ 2 =を入力する


                  
                     

10^x （常用対数）   () 4

e^x （自然対数）   () 4

平方根  4

立方根   () 9

2 乗、 3 乗   4

逆数  5

べき乗  4

べき乗根   () 9

絶対値  4

かっ こ  または 1

2

2
5
---
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• を押し て計算結果を自然表示形式で表示し た と きに、 入力

した計算式の一部が画面に収ま らな く なる場合があり ます

（例3）。 入力し た計算式の全体を再表示するには、を押し

てからを押し ます。

関数内への数値の取り込み

自然表示での入力時には、 入力し た計算式の一部 （数値やかっ こ
で括られた範囲など） を関数内に取り込むこ とができます。

例 ： 1 + (2 + 3) + 4のかっ こ内を関数に取り込む。
  (2+3)の手前にカーソルを移動し ます

 （INS）

カーソルの形が以下のよ う に変わり ます。

                          

これによ って、 かっ こ内の範囲が関数に取り込まれます。

• 開きかっ この手前ではな く 、 数値や分数の手前にカーソルがあ
る場合は、 その数値や分数が取り込み範囲と な り ます。

• 関数の手前にカーソルがある場合は、 その関数全体が取り込み
範囲と な り ます。

• 上記の例と同様の数値の取り込み操作が可能な関数と、 対応す
るキー操作は以下のとお り です。

元の計算式 ： 1 + l(2 + 3)+ 4

以下の関数にも数値を取り込むこ とができます。 （）、 （）、、 、(）、
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、 πなどを含む形式での計算結果の表示 （無

理数形式）

入力式および計算結果の表示形式に[Mthlo]を選択し た場合、 計算

結果を  やπなどを含む形式 （無理数形式） で表示するか、 無理

数形式を使わずに小数で表示するかを指定できます。

• 計算式の入力後にを押すと、 計算結果が無理数形式で表示

されます。

• 計算式の入力後に を押すと、 計算結果が小数で表示さ

れます。

以下の例では、 （1） はを押し た場合、 （2） は を押し た

場合の計算結果を示し ます。

注：入力式および計算結果の表示形式に[linelO]を選択する と、
と のどち ら を押し て も計算結果が小数で表示されます（無

理数形式では表示されません）。

注 ： π形式 （無理数表示のう ちπを含む形式） での表示条件は、 S-
D変換の場合と同様です。 詳し く は、 「S-D変換の使用」 を参照し

て く だ さい。

例1 ： 


（1）                     

（2）        

例2 ： sin(60)=


                                        sin 60 

例3 ： sin-1 (0.5)= π


   (sin-1)    

2

2

2 8+ 3 2=

3
2

-------

1
6
---
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• およびπを使用する計算について詳し く は、 「関数計算」 を参

照し て く だ さい。
• 以下の計算では、形式 （無理数表示のう ちを含む形式） で

計算結果を表示できます。

a. 根号 （） を持った数値の四則算、 x2、 x3、 x-1。

b. 三角関数計算

形式で計算結果が表示される三角関数は以下の場合のみ

です。

その他の場合、 計算結果は小数で表示されます。

形式の演算範囲

•  によ っ て得られる計算結果の内部のデータ形式と適用され

る値の範囲は以下のとお り です。

上記の範囲を超える と、 計算結果は小数で表示されます。

例 ： 35  ✕ 3 (=105 ) =148.492424

                 = 8.485281374

• 実際のの計算結果は以下の形式で表示されます。

このため、表示される値が上記の範囲を上回る場合があり ます。

例 ：

• 根号を含む計算結果は 2 項まで表示できます （整数項も 1 項と数

えます）。 項の数が 3 つ以上の計算結果は小数で表示されます。

例 ：

• 計算の途中で項の数が3つ以上になった場合も、 計算結果は小

数で表示されます。

角度単位の
設定

入力する角度の値  形式で計算結果が表

示される入力範囲

Deg 15⋅ 単位  < 9 ✕ 109

Rad
 π ラジアンの倍数

 < 20π

Gra
 グラー ドの倍数

 < 10000

x

1
12
------ x

50
3

------
x

2 2

150 2
25

------------------

3
11
------- 2

10
-------+

10 3 11 2+
110

-----------------------------------=

2 3 8+ + 3 3 2+=

2 3 6+ + 5.595754113=
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• 例 ： (= -4 - )
     = -8.898979486

基本的な計算 （COMP）
この節では、 四則演算、 分数計算、 パーセン ト 計算、 60進数計算

の操作について説明し ます。

この節に記載の計算はすべて COMP モー ド （ ） で行って

く だ さい。

四則演算

加減乗除には、、、 およびキーを使用し ます。

例 ： 7 ✕ 8 - 4 ✕ 5 = 36


       

計算の優先順位は自動的に判別されます。 詳し く は、 「計算の優先
順位」 を参照し て く だ さい。

小数点以下桁数固定と有効桁数指定

計算結果と し て表示する小数点以下の桁数を固定し た り、 有効桁
数を指定し た り できます。

例 ： 1 ÷ 6 = 


初期設定 （Norm1）    　 　 　 　 　 　    

小数点以下3桁を固定 （Fix3）           

   有効桁数3桁を指定 （Sci3）             

詳し く は、 「表示桁数の指定」 を参照し て く ださい。

計算式末尾の閉じかっこの省略

ラ イ ン表示形式の場合に限り、 計算式末尾の閉じかっ こ （）） を入

力し ないでキーを押し て もかまいません。

1 2 3+ +( ) 1 2– 3–( ) 2 6
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例 ： (2 + 3)✕ (4 - 1)= 15


                          
                              
分数計算

分数の入力方法は、 選択し ている入力式および計算結果の表示形
式によ っ て異な り ます。

• 初期設定では、 分数は仮分数と し て表示されます。
• 分数計算の結果は常に約分されて表示されます。

例 ：


                     
                           


                            
                                        

  （分数表示設定[a b/c]）


                       
                       

• 帯分数を入力できるのは、 分数の形式に[a b/c]を指定し た場合

のみです。

• 自然表示モー ド で帯分数を入力するには、  （） を押

し ます。
• 帯分数に使われる合計桁数 （整数、 分子、 分母、 区切り記号の

合計） が11桁以上になる場合、値は自動的に小数で表示されま

す。
• 分数と小数が混在 し た計算式の計算結果は小数で表示 されま

す。

2
3
--- 1

2
---+

7
6
---=

31
4
--- 12

3
---+ 411

12
------=
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仮分数と帯分数との切り替え

   キーを押すと、 分数の表示形式が帯分数と

仮分数で切り替わり ます。

分数と小数との切り替え

 →

←

• 分数の表示形式は、 選択し ている分数の表示設定 （仮分数また
は帯分数） によ って異な り ます。

• 帯分数に使われる合計桁数 （整数、 分子、 分母、 区切り記号の
合計） が11桁以上になる場合は、小数から帯分数への切り替え

ができません。
• キーについて詳し く は、 「S-D変換の使用」 を参照し て く

だ さい。

パーセント計算

数値を入力し てから  （%） を押すと、 入力し た値がパーセ

ン ト で表示されます。

例 ： 2% = 0.02 ( )


                       （%） 

150✕ 20%=30 (150 ✕ ) 


                          

                             （%）
660は880の何%? （75%）
             
                              （%） 

a b
c
--- d

c
---⇔ 

 

2
100
----------

20
100
----------
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2500の15%増しは? （2875）


  
           （%） 
3500の25%引きは? （2625）


          （%） 
168、 98、 734の合計の20%引きは? （800）
             

 （%） 

元の重さが500 gのテス ト 用サンプルに300 gを追加し ま した。

合計した重さは元の重さの何%にな り ますか? （160%）
 
          （%） 

値が40から46に増加する と何%の変化にな り ますか?48に増加し

た場合は? （15%、 20%）

 
             
                       （%）

     

度分秒 （60進数） の計算

60進数を使った計算ができます。 また、 60進数と10進数との間で

値を変換できます。
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60進数の入力

60進数の入力は以下の要領で行います。

   {度}  {分}  {秒} 
例 ： 2° 0’ 30”を入力する
              

常に度と分の前には数値を入力する必要があ り ます。 ゼロの場合
はゼロを入力し ます。

60進数の計算

• 以下の60進数計算では、 計算結果が60進数で表示されます。

- 2つの60進数の加減算。

- 60進数と10進数の乗除算。

例 ： 2° 20’ 30” + 39’ 30” = 3° 00’ 00”


    
  

60進数と10進数との変換

計算結果の表示中にを押すと、 値が60進数と10進数と で切り

替わり ます。

2.255を60進数に変換する。


        

                                              

                                             

マルチステート メン トの使用

コ ロン （:） を使用し て複数の計算式をつなぎ合わせ、を押す

たびに左の計算式から順に計算結果を得る こ とができます。
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例 ： 3 + 3 と 3 ✕ 3を計算するマルチステー ト メ ン ト を作成するに

は、 以下の操作を行います。
     （:）   

                                                     
[Disp]は、マルチステー ト メ ン ト による計算の途中である こ と を示

し ます。

                                           

計算履歴メ モ リ および リ プレ イ機能の使用
（COMP）
計算履歴 メ モ リ には各計算式の入力内容と計算結果が記録されま
す。

計算履歴メ モ リはCOMPモー ド （ ） でのみ使用できます。

計算履歴メモリの内容の呼び出し

を押すたびに、計算履歴メ モ リの内容が順次さかのぼって表示

されます。 計算履歴 メ モ リ に記録されている計算式と計算結果の
両方が表示されます。

例 ： 

                               
                              
                              

 

                                               
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• 計算履歴メ モ リの内容は、 関数電卓の電源を切った と き、
キーを押し た と き、 計算モー ド を変更し たと き、 入力式および
計算結果の表示形式を変更し た と き、 または リ セ ッ ト 操作を
行った と きに消去されます。

• 計算履歴メ モ リの容量には限りがあ り ます。 計算中に履歴メ モ
リがい っぱいにな る と、 最も古い計算記録が自動的に削除さ
れ、 新しい計算用に空き容量が作成されます。

リプレイ機能

計算結果が表示されている と きにを押し てからまたは
を押すと、 直前の計算に使用し た計算式を編集できます。 ラ イ ン

表示を使用し ている場合は、またはを押すだけで計算式が

表示されます。を押す必要はあ り ません。

例 ： 4 ✕ 3 + 2.5 = 14.5 
       4 ✕ 3 - 7.1 = 4.9 

        

                                                    

                                                    

                                 

                           

各種メモリの使用

メモリの名前 説明

アンサー メ モ リ 最新の計算結果を格納し ます

独立メ モ リ 格納し ている数値に計算結果を加算または
減算できます。 画面上の [M] は独立メ モ リ

内のデータ を示し ます

変数メ モ リ A、 B、 C、 D、 E、 F、 X、 および Y の 8 つ

の変数を使用し て個別の値を格納できます
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この節ではCOMP モー ド （ ） を使用し て メ モ リの使い方

を説明し ています。

アンサー メモリ （Ans）

アンサー メモリの概要

• 次のどれかのキーを使用し た計算を行 う たびに、アンサー メ モ

リの内容が更新されます。、 、、  （M+）、、  （STO）

アンサー メ モ リ には15桁までの値を格納できます。

• 計算中にエラーが発生し て もアンサー メ モ リの内容は変更さ

れません。

• キーを押し た り、 計算モー ド を変更し た り、 関数電卓の電

源を切った り し ても、 アンサー メ モ リの内容は保持されます。

アンサー メモリを使用した連続計算

例 ： 3 ✕ 4の計算結果を30で割る。
                       

（続けて）     

を押すと自動的に[Ans]コマン ド が入力されます。

• この操作では、 最初の計算の後すぐに次の計算を始める必要が

あ り ます。を押し た後にアンサー メ モ リの内容を呼び出す

必要がある場合は、キーを押し ます。

アンサー メモリの内容を計算式に入力する

例 ： 以下の計算を行う。

123 + 456 = 579          789 - 579 = 210


        

                
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独立メモリ （M）

計算結果を独立 メ モ リ に加算し た り独立 メ モ リから減算し た り で
きます。 独立メ モ リに値が格納されている と きは画面に[M]とい う

シンボルが表示されます。

独立メモリの概要

独立メ モ リ を使用し て実行でき る操作は大き く 分けて以下のと お
り です。

• 計算に変数Mを挿入する こ と もできます。 これによ って、 挿入

位置で現在の独立メ モ リの内容が使用されます。変数Mを挿入

するには、 以下のとお り にキーを押し ます。  （M）

• 独立メ モ リ にゼロ以外の値が格納されている と きは、 画面の左
上に[M]シンボルが表示されます。

• キーを押し た り、 計算モー ド を変更し た り、 関数電卓の電

源を切った り し ても、 独立メ モ リの内容は保持されます。

独立メモリを使用した計算の例

• 画面に [M] シンボルが表示されている場合は、 この例を実行す

る前に 「独立メ モ リの消去」 に記載の操作を行って く だ さい。

例 ： 23 + 9 = 32                         
      53 - 6 = 47                               

      -) 45 ✕ 2 = 90           （M-）

                            99 ÷ 3 = 33                           
               （合計） 22                                   （M）

独立メモリの消去

   （STO） を押し ます。 これによ っ て、 独立 メ モ

リが消去され、 画面に[M]シンボルが表示されな く な り ます。

操作内容 押すキー

表示中の数値または計算結果を独立 メ モ リ に
加算する


表示中の数値または計算結果を独立 メ モ リ か
ら減算する

  （M-）

現在の独立メ モ リの内容を呼び出す   （M）
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変数メモリ （A、 B、 C、 D、 E、 F、 X、 Y）

変数メモリの概要

• 変数メ モ リ には、 特定の値または計算結果を書き込むこ とがで
きます。
例 ： 変数メ モ リAに3+5の計算結果を書き込む。

              （STO）  （A）

• 変数メ モ リAの内容を確認するには以下の操作を行います。

例 ： 変数メ モ リAの内容を呼び出す。

           （A）

• 計算式の中に各変数 メ モ リ を呼び出 し て使用する方法は以下
のとお り です。
例 ： 変数メ モ リAの内容に変数メ モ リBの内容を掛ける。

           （A）   （B） 
• キーを押し た り、 計算モー ド を変更し た り、 関数電卓の電

源を切った り し ても、 変数メ モ リの内容は保持されます。

例 ：


                     
           （STO）  （B）

     （ STO）  （C）

  （B）    （C）  

特定の変数メモリの内容の消去

   （STO） を押し てから、 内容を消去する変数 メ モ リ

のキーを押し ます。 た と えば、 変数 メ モ リ Aの内容を消去するに

は、   （STO）  （A） と押し ます。

すべてのメモリの内容の消去

以下の操作を行 う と、 アンサー メ モ リ、 独立メ モ リ、 およびすべ

ての変数メ モ リの内容が消去されます。  （CLR）  （Memory）  （Yes）。

消去を実行し ない場合は、の代わり に （Cancel） を押し

ます。

9 6 3+×
5 8×

---------------------- 1.425=

Juniper.book  Page 27  Wednesday, August 22, 2012  2:03 PM



28

関数計算
この節では、 関数電卓に内蔵されている関数の使用方法について説明し
ます。

注 ： 使用でき る関数は計算モー ド によ っ て異な り ます。 この節で
は主に計算モー ド で使用でき る関数について説明し ています。 こ

の節に記載の例は、 すべて COMP モー ド （ ） で操作され

ています。

計算の内容によ っ ては演算結果が表示されるまでに時間がかかる
こ とがあ り ます。 次の計算に移る際は、 前の計算結果が表示され

るまで待って く だ さい。 演算を中断するにはを押し ます。

円周率 （π） と自然対数の底

円周率 （π） または自然対数の底eを計算式に入力できます。

この関数電卓での円周率 （π） または自然対数の底eの値と入力方

法は以下のとお り です。

π = 3.14159265358980 (  （π） )

e = 2.71828181845904 (  （e） )

三角関数および逆三角関数

三角関数および逆三角関数には、 初期値と し て指定し た角度単位
が使用されます。 使用する角度単位の初期値を指定し てから計算
を始めて く だ さい。 詳し く は、 「角度単位の初期値の指定」 を参照
し て く だ さい。

例 ： sin 30 = 0.5, sin-1 0.5 = 30  

                                

  （sin-1）      

双曲線関数および逆双曲線関数

キーを押すと、関数のメ ニューが表示されます。入力する関数に

対応する数字キーを押し ます。

例 ： sinh 1 = 1.175201194, cosh-1 1 = 0


             （sinh）    
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          （cosh-1）    

入力値を角度単位の初期値に変換する

数値の入力後に   （DRG ►） を押す と以下の メ ニ ューが

表示され、 角度単位を指定でき ます。 入力し た値の角度単位に対
応する数字キーを押し ます。 入力し た値が角度単位の初期値に変
換されます。

 

例1 ： 以下の値を度に変換する。

 ラ ジアン=90°、 50グラー ド  = 45°

以下は角度単位の初期値が度の場合の操作例です。
               （π）  
                  DRG ► （r）
                            

                     （DRG ►）

                                          （g）
例2 ： cos （πラジアン） = -1、 cos （100グラー ド） = 0

 

                     （π） 
                    （DRG ►）（r） 
                （DRG ►）

                                   （g） 
例3 ： cos-1 （-1） = 180

         cos-1 （-1） =π

          （cos-1）  
                                                      

π
2
---
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           （cos-1）  
                                                       
指数関数と対数関数
• 対数関数[log(]の底のmは、 log (m,n)とい う構文を使って指定

できます。
1つの値のみを入力し た場合、 計算には底10が使われます。

• [In(]は底が の自然対数です。

• 自然表示形式を選択し ている場合は、 [logmn] の構文を使った

入力にキーを使う こ と もできます。

例 ： log2 16 = 4

            

                     （,）
                                     

キーを使って入力する場合は、 底 （底m） を入力する必要が

あ り ます。

 log16=1.204119983

    
注 ： 底の値を指定し ない場合は、 底10 （常用対数） が使われます。

                                      
ln90(=loge90)= 4.49980967

                              

Ine= 1

                 （e）    

e
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e10=22026.4659

                （）    

べき乗関数とべき乗根関数

例1 ： 1.2✕ 103 = 1200

                         
                           （） 
(1+1)2+2 =16

         
                                                      
例2 ： 23 = 8 

                                        


                    
              
5

   （）     

例3 ： (-2)2/3 = 1.587401052 

                                
                                
3  +3  = -1.290024053

x2、x3、x-1、x▀、 、3  (、▀  (

2 1+( ) 2 1–( ) 1=

32 2=

5 27–
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
                    （）  
            （）    
例4 ：


          

直交座標および極座標間の変換

直交座標                    極座標

（Rec）                        (Pol)

座標の変換は、 計算モー ド がCOMPおよびSTATのと きに実行で

きます。

極座標 （Pol） への変換

Pol(X,Y)  X ： 直交座標のX値を指定

               Y ： 直交座標のY値を指定

• 計算結果  は、 -180⋅ <  ≦ 180の範囲で表示されます。

• 計算結果  は、 角度単位の初期値を使って表示されます。

• 計算結果rは変数メ モ リ Xに、 yは変数メ モ リ Yに書き込まれま

す。

直交座標 （Rec） への変換

Rec(r, )         r ： 極座標のr値を指定

                        : 極座標の  値を指定

• 入力値 は角度の値と し て扱われ、角度単位の初期値によ って

限定されます。

• 計算結果xは変数メ モ リXに、  は変数メ モ リYに書き込まれま

す。
• 座標変換を単独で実行するのではな く 計算式の中で実行 し た

場合、 先頭の解 （r値またはX値） を用いて演算が行われます。

1
1
3
--- 1

4
---–

------------- 12=

θ θ

θ

θ

θ θ

θ

θ
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例 ： Pol

 (X,Y) =  → 

   （Pol）   
    （,）     

  
               （Pol）  
        （,）    

  (r, ) = (2,30) → (X,Y)

             （Rec）  （,）
                               
最大公約数および最小公倍数
• これらの関数はすべてのモー ド で使用できます。
• 最大公約数 （GCD） ： 2 つの正の整数の最大公約数を計算し ま

す。
• 最小公倍数 （LCM） ： 2 つの正の整数の最小公倍数を計算し ま

す。
• 引数には数値または計算式のどち らかを使用できます。
• 入力範囲 ：

LCM ： 0 ≦ ,  < 1 ✕ 1010 

GCD ： -1✕ 1010 < a; b  < 1 ✕ 1010

• エラー メ ッ セージ ：

Math ERROR ： 小数ま たは負の整数を入力する と、 エ ラ ー

メ ッ セージが表示されます。

例 ： 5と10の最小公倍数を求める。


                （LCM）  
                                 （,）  
例 ： 35と60の最大公約数を求める。
                    （GCD）  
                    （,）   

2 2,( ) 5+ 2 5+ 7= =

2 2+( ) r θ,

θ

a b
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例 ： 引数にゼロが含まれている場合。
                    （LCM）  
                                 （,）  
例 ： 引数に計算式が含まれている場合。
      （LCM）    
              （,）  
           （GCD）    
             （,）   

整数および最大整数関数
• Int ： 整数関数は、 値の小数点よ り も右側の数字を切り捨てて、

整数部分を抽出し ます。
• IntG ： 最大整数関数は、 最も近い整数になるよ う 値を四捨五入

し ます。

   （Int）      

  （Int）       

  （IntG）      

  （IntG）       

除算の商と余り
• を使う と除算の商と余り を求める こ とができます。

• を使った計算では、メ モ リ には商のみが格納されます。

• 5 [÷R] 3 [STO] [X]の商1は変数メ モ リXに書き込まれます。

• 複数の演算を要する計算式にRを挿入した場合は、商のみが次の

演算に使われます。

例：      （2）   （10+2）
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• 操作ボタ ン       は、余りの計

算と表示を伴う計算結果の表示中は無効にな り ます。
• 以下のどれかの条件に当てはまる場合、 余り を計算または表示

し ない通常の除算と し て計算が行われます。

A. 被除数が1 ✕ 1010よ り も大きい。

B. 商が正の数ではない。 または、 余りが正の整数や正の分数

ではない。

例 ：   は、 -5 ÷ 2と し て計算されます。

例 ：
         

約分関数

• この関数を使う と、 最小の約数で分数が約分されます。 必要に
応じ て、 約数を指定する こ と もできます。

• この設定はCOMPモー ド でのみ有効です。

• セ ッ ト ア ッ プ メ ニューで [SIMP]が [AUTO]に設定されている

と、 この関数は無効にな り ます。
• メ ッ セージ ：

A. [Fraction irreduc]は、 これ以上の約分が不可能である こ と

を示し ます。

B. [Non simplifiable]は、 指定し た約数では約分ができないと

きに表示されます。

例 ：  を3で約分する。


         

例 ：  を約分する （約数を指定し ない）。


                   
                                     

   

234
678
----------

234
678
----------
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カルク機能の使用
• 最大 99 ステ ッ プを使って 1 つの計算式を保存できます。 な

お、コ マン ド はCOMPモー ド でのみ使用できます。

• コ マン ド を使う と、複数回にわたる演算が必要な計算式を

一時的に保存できます。保存し た計算式を呼び出し て式に変数
を入力する こ と で、 すばや く 演算を実行できます。

•  機能を使っ て保存できる計算式の種類は以下のとお り で

す。

A. 計算式 ： 2X + 3Y、 2AX + 3BY + C

B. マルチステー ト メ ン ト ： X + Y: X(X + Y)

C. 左辺に単独の変数を置き、 右辺の計算式と等号で結んだ方

程式。 A = B+C、 Y = X2 + X + 3 （注 ： 方程式の等号は特定の

[=]キーで入力する必要があ り ます）。

• 計算式の中に記述 し た変数に対する数値の代入画面が表示さ
れます。

• 新しい計算を始める と きには、 モー ド を変更するかキーを

押し て、 保存されている計算式を必ず消去し て く ださい。

例 ： 3A + B とい う 計算式を保存し てから、 (A:B) = (5:10) とい う

値を代入する。 式を計算する。


                 （A）  
               （B）     
単位換算
• 内蔵の単位換算コ マ ン ド を使 う と、 単位を簡単に変換で き ま

す。 単位換算コ マン ドは、 [BASE-N]および[TABLE]以外のす

べての計算モー ド で使用できます。

• 計算式の中に単位換算 コ マ ン ド を 入力す る には、
（CONV） を押し てから、 目的のコ マン ド に対応する 2桁の数

字を入力し ます。

例 ： 5 cmを イ ンチに換算する。
    （CONV）    

各単位換算コマン ド の2桁の数字は以下の表のとお り です。

01: incm 02: cmin 03: ftm 04: mft

05: ydm 06: myd 07: milekm 08: kmmile

09: n milem 10: mn mile 11: acrem2 12: m2acre
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換算形式のデータは 『NIST Special Publication 811 （1995）』 に

準拠し ています。

注 ： Jcalコマン ド では、 温度が15°Cのと きの値が変換されます。

RanInt （整数乱数）

RanInt#(a,b)関数は、 a～bの範囲で整数の乱数を発生させます。

例 ： 1～6の間で整数の乱数を得る。


                      （RanInt#(）
                         （,）  
その他の関数

この節では、 以下の関数の使用方法について説明し ます。

階乗 （!）
ゼロまたは正の整数の階乗を求めます。

例 ： (5 + 3)!= 40320
       （x!）  

絶対値計算 （Abs）
実数の演算時に、 絶対値を求めます。

例 ： Abs(2 - 7)= 5
         

13: gal(US)ℓ 14: ℓgal(US) 15: gal(UK)ℓ 16: ℓgal(UK)

17: pckm 18: kmpc 19: km/hm/s 20: m/skm/h

21: ozg 22: goz 23: lbkg 24: kglb

25: atmPa 26: Paatm 27: mmHgPa 28: PammHg

29: hpkW 30: kWhp 31: kgf/cm2Pa 32: Pakgf/cm2

33: kgf_mJ 34: Jkgf_m 35: lbf/in2kPa 36: kPalbf/in2

37: °F°C 38: °C°F 39: Jcal 40: calJ

!、 Abs (、 Ran #、 nPr 、 nC r 、 Rnd(
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乱数 （Ran#）
小数点以下3桁の小数の疑似乱数を発生させます。
                                      
                               （Ran#）
                                                       

                                                      

3桁の乱数3 つを得る場合。 ラ ン ダムな小数点以下3桁の小数に

1000を掛けて、 3桁の整数に変換し ます。

上記の数値は一例にすぎません。 実際の数値は操作ご と に異な り
ます。

順列 （nPr） および組み合わせ （nCr）

これらの関数を使う と、 順列および組み合わせの計算ができます。

n と rには0 ≦ r ≦ n < 1 ✕ 1010の範囲の整数を指定する必要があ

り ます。

10人の中から4人を選んで作る順列および組み合わせは、それぞれ

何通りか?
          （nPr）   

        （nCr）   

丸め関数 （Rnd）
引数と し て指定された数値や式の結果を小数化し て、 現在の表示
桁数設定に従っ て指定桁に四捨五入する （丸める） 関数です。

表示桁数設定 ： [Norm1]または[Norm2]

仮数部が10桁になるよ う 四捨五入を行います。

表示桁数設定 ： [Fix]または[Sci]

値が指定の桁数になるよ う 四捨五入を行います。
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例 ： 200 ÷ 7 ✕ 14 = 400


         

（小数点以下3桁を指定。）

                       （Fix）  

（15桁を使って内部演算が行われます。）

                    

                                

値を四捨五入し て上記の計算を行う と、 以下のよ う にな り ます。

                    

（指定の桁数まで値を四捨五入し ます。）

                           （Rnd）  

（四捨五入された計算結果を確認し ます。）

                                 

表示形式の変換
この節に記載の操作を行う と、工学指数方式で値を表示し た り、標
準表示と小数表示と を切り替えた り できます。

工学指数表示の使用

簡単なキー操作で、 数値の表示形式を工学指数方式に変換し ます。
値1,234の小数点を右にずら し て工学指数表示に変換する例は以

下のとお り です。
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 

                              

                                                  

                                                  

値123の小数点を左にずら し て工学指数表示に変換する例は以下

のとお り です。
                                 

                                   （←）

                                   （←）

S-D変換の使用

S-D変換を使う と、 小数形式 （D） と標準形式 （S） （分数、 π） と

で値の表示を切り替える こ とができます。

S-D変換が可能な形式

S-D変換では、 小数で表示された計算結果を、 以下の形式の数値

に変換できます。 も う 一度S-D変換を行 う と、 元の小数の値に戻

り ます。

注 ： 小数形式から標準形式に変換する場合には、 使用する標準形
式が自動的に選択されます。 使用する標準形式を指定する こ とは
できません。

分数 ： 現在の分数表示設定に応じ て、 計算結果が仮分数または帯
分数で表示されます。

 π ： 以下のπ形式への数値の変換が可能です。 自然表示の場合のみ

有効です。 n π （nは整数）。

         πまたは π （分数表示設定に従います）。
a
b
--- ab

c
---
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分数のπ形式への変換では、変換できる ものは逆三角関数の結果や

一般的にラジアンで表現される数値に限られます。

計算結果が形式で得られた場合、キーを押すと小数表示に

変換できます。 しかし、 計算結果が小数表示の場合は、 形式に

変換する こ とはできません。

S-D変換の例

変換の対象によ っては、 変換に時間がかかる場合があ り ます。

例 ： 分数 →小数


                             

キーを押すたびに、 以下の2つの形式が切り替わり ます。

          

                                                         

 π 分数→小数


  （π）       

                                                   

→ 小数


         

                                                 
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統計計算 （STAT）

統計計算の種類の選択

STAT モー ド にする と、 統計計算の種類の選択画面が表示されま

す。

統計計算の種類

STATエディ ター画面での標本データの入力

他のモー ド からSTATモー ド に切り替える と、 STATエデ ィ ター画

面が表示されます。STATメ ニューを使って統計計算の種類を選択

し ます。 他のSTATモー ド 画面からSTATエデ ィ ターを表示するに

は、  （STAT）  （Data） を押し ます。

STATエディ ター画面

STATエデ ィ ター画面には2つの表示形式があ り、 選択し た統計計

算の種類に応じ てどち らかが表示されます。

   

一変数の場合                                   二変数の場合

STATエデ ィ ター画面の1行目には、 1つ目または1組目の標本デー

タの値が表示されます。

この節に記載の計算はすべて STAT モー ド （ ） で行って

く だ さい。

キー メニュー項目 統計計算

 1-VAR 一変数統計演算

 A+BX 一次回帰演算

 _+CX 2 二次回帰演算

 In X 対数回帰演算

 e^ X e 指数回帰演算

 A • B^X ab 指数回帰演算

 A • X^B べき乗回帰演算

 1/X 逆数回帰演算
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FREQ （頻度） 列

セ ッ ト ア ッ プ画面で統計の表示形式項目をオンにする と、STATエ

デ ィ ター画面に[FREQ]と表記された列が追加されます。 [FREQ]
列を使 う と、 各標本の値の頻度 （データのグループの中で同じ標
本データが出現する回数） を指定できます。

STATエディ ター画面での標本データの入力規則

• データの入力は、 カーソルのあるセルに対し て行われます。 別
のセルに カー ソルを移動するにはカーソル キーを使います。

以下の図ではカーソルは[x]とい う文字の下にあ り ます。 

                               
• STAT エデ ィ ター画面に入力できる値と計算式は、 ラ イ ン表示

選択時のCOMPモー ドの場合と同じ です。

• データの入力の途中でを押すと、 入力中のデータが消去さ

れます。

• 値を入力し たら、を押し ます。 これによ って値が確定され、

選択中のセルに6桁までの数値が表示されます。

例 ： セルX1に値123.45を入力する （セルX1
にカーソルを移動する）

                          
入力 し た値が詳細情報エ リ アに表示 さ
れます （123.45）。

                                                          
値を確定する と、 1つ下のセルにカーソルが移動し ます。

STATエディ ター画面での入力に関するご注意

STATエデ ィ ター画面に表示される行数 （入力できる標本データの

数） は、 セ ッ ト ア ッ プ画面の統計の表示形式設定で選択し た統計
データの種類によ って変わり ます。

統計の表示形式 OFF
（FREQ列を表示し ない）

On
（FREQ列を表示する）

統計計算の種類

一変数統計演算 80 行 40 行

二変数統計演算 40 行 26 行
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STATエデ ィ ター画面では、 以下の入力操作はできません。

•    （M-） キーの操作

• 変数メ モ リへの数値登録操作 （STO）

標本データの保持についてのご注意

STATモー ド から他のモー ド に変更した り、セ ッ ト ア ッ プ画面で統

計の表示形式を変更 （FREQ列の表示と非表示の切り替え） し た

りする と、 入力し た標本データが自動的に削除されます。

標本データの編集

セル内のデータの上書き

（1） STATエデ ィ ター画面で、 編集するセルにカーソルを移動し ま

す。

（2） 新しいデータの数値または計算式を入力し、を押し ます。

重要 ： 新し いデー タの入力によ っ て、 セル内のデー タ全体が置き
換わり ます。 セル内のデータ を部分的に編集する こ とはでき ませ
ん。

行の削除
• （1） STATエデ ィ ター画面で、 削除する行にカーソルを移動し

ます。

• （2） を押し ます。

行の挿入
• （1） STAT エデ ィ ター画面で、 挿入する行の 1 つ下の行にカー

ソルを移動し ます。

• （2）   （STAT）  （Edit） を押し ます。

• （3）  （Ins） を押し ます。

重要：STATエデ ィ ター画面に表示できる最大数の行がすでに使わ

れている場合は、 行の挿入ができません。

STATエディ ターのすべての内容の削除

（1）   （STAT）  （Edit） を押し ます。

（2）  （Del-A） を押し ます。

これによ って、STATエデ ィ ター画面のすべての標本データが消去

されます。

注： 「行の挿入」 および 「STATエデ ィ ターのすべての内容の削除」

に記載の操作は、STATエデ ィ ター画面が表示されている と きにの

み実行できます。
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STAT演算画面

STAT演算画面では、 STAT エデ ィ タ ー画面で入力 し たデー タ を

使って統計計算ができます。STATエデ ィ ター画面が表示されてい

る と きにキーを押すと、 STAT演算画面に切り替わり ます。

また、 STAT演算画面では、 セ ッ ト ア ッ プ画面で選択されている入

力式および計算結果の表示形式とは関係な く 、 ラ イ ン表示形式が
使われます。

STATメニューの使用

STATエデ ィ ターまたはSTAT演算画面を表示し ている と きに （STAT） を押すと、 STATメ ニューが表示されます。

STATメ ニューの内容は、選択中の統計演算の種類が一変数の場合

と二変数の場合と で異な り ます。

   

  

一変数の場合                                      二変数の場合

STATメニューの項目

共通の項目

一変数 （1-VAR） 統計計算のコマンド

一変数統計計算の選択時に、 STAT メ ニューで （Sum）、
（Var） または （MinMax） を選択し た と きに表示される コ マン

ドは以下のとお り です。

メニュー項目 実行できること

 Type 統計計算の種類の選択画面を表示し ます

 Data STAT エデ ィ ター画面を表示し ます

 Sum 各種の総和を求めるためのコ マン ド を含む Sum
サブ メ ニューを表示し ます

 Var 平均や標準偏差な ど を求める ための コ マ ン ド を
含む Var サブ メ ニューを表示し ます

 Reg 回帰計算を実行する コ マン ド を含む Reg サブ メ

ニューを表示し ます
詳し く は、 「直線回帰計算 （A+BX） 選択時のコ マ

ン ド」 および 「2 次回帰計算 （_+CX2） 選択時の

コ マン ド」 を参照し て く だ さい

 MinMax 最大値お よ び最小値 を 求め る コ マ ン ド を 含む
MinMax サブ メ ニューを表示し ます
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Sumサブメニュー （  （STAT）  （Sum））

Varサブメニュー （  （STAT）  （Var））

MinMaxサブメニュー （  （STAT） （MinMax））

一変数統計演算

一変数 （1-VAR） を選択し、 以下のとお り に入力し ます。

データ ： {1,2,3,4,5,6,7,8,9,10}                    （FREQ ： ON）

     （STAT）  （ON）

                                     （STAT）

メニュー項目 求められる解

 
標本データの 2 乗和

  標本データの総和

メニュー項目 求められる解

 n 標本数

 標本データの平均

 母標準偏差

 標本標準偏差

メニュー項目 求められる解

 minX 最小値

 maxX 最大値

x
x

n
---------=

xσn

x x–( )
2

n
-------------------------=

xσn 1–

x x–( )
2

n 1–
-------------------------=

x
2

x

x

xσn

xσn 1–
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                                   （1-VAR）

              
             

                            

                                                   

挿入および削除を行い、 以下のとお り にデータ を編集し ます。

          {1,2,3,4,5,6,7,8,9,10}                         （FREQ ： ON）

             （STAT）  （Data）

 （STAT）  （Edit）  （Ins） 

         

                                                    

FREQ列のデータ を以下のとお り に編集し ます。

    {1,2,1,2,2,2,3,4,2,1}                     （FREQ ： ON）

     （STAT）  （Data）  

             

       
        

                                       
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例 ：

標本データの2乗和と標本データの総和を求める。

             （STAT）  （Sum）

                                  ( ) 
                      （STAT） （Sum）

                                       ( ) 
標本数、 平均、 および母標準偏差を求める。

              （STAT）  （Var）

                                           1 (n)  

  （STAT）  （Var）  （ )  

             （STAT）  （Var）
                              ( ) 

最小値と最大値を求める。

    （STAT）  （Quart1）

                                （Minx）  

      （STAT）  （MinMax）

                                  （MaxX）
直線回帰計算 （A+Bx） 選択時のコマンド

直線回帰計算は、 以下の方程式モデルに基づいて実行されます。

y = A + BX

x
2

x

x

xσ
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統計計算の種類と し て直線回帰を選択し た場合に、STATメ ニュー

で （Sum）、 （Var）、 （MinMax） または （Reg）

を選択し た と きサブ メ ニ ューに表示される コ マン ド は以下のと お
り です。

                                       

                      

                

 A =

B =

          = A + Bx

Sumサブメニュー （  （STAT）  （Sum））

メニュー項目 求められる解

 
X データの 2 乗和

 X データの総和

 
Y データの 2 乗和

 Y データの総和

 X データおよび Y データの積和

 
X データの 3 乗和

 （X データの 2 乗 X Y データ） の総和

 
X データの 4 乗和

x
x

n
---------= y

y
n

---------=

xσn

x x–( )
2

n
-------------------------= yσn

y y–( )
2

n
-------------------------=

xσn 1–

x x–( )
2

n 1–
-------------------------= yσn 1–

y y–( )
2

n 1–
-------------------------=

y B x•–
n

--------------------------------

n xy x y•–•

n x
2

x( )2
–

---------------------------------------------------

r
n xy x y•–•

n x
2

x( )2–{ } n y
2

y–( )2+•{ }
------------------------------------------------------------------------------------------------------=

x̂
y A–
B

------------= ŷ

x
2

x

y
2

y

xy

x
3

x
2
y

x
4
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Varサブメニュー （  （STAT）  （Var））  

MinMaxサブメニュー（ （STAT）（MinMax））

Regサブメニュー （  （STAT）  （Reg））

メニュー項目 求められる解

 n 標本数

  X データの平均

 X データの母標準偏差

 X データの標本標準偏差

 Y データの平均

  Y データの母標準偏差

  Y データの標本標準偏差

メニュー項目 求められる解

 MinX X データの最小値

 MaxX X データの最大値

 MinY Y データの最小値

 MaxY Y データの最大値

メニュー項目 求められる解

 A 回帰係数の定数項 A

 B 回帰係数 B

 r 相関係数 r

 x 推定値

 y 推定値

x

xσn

xσn 1–

y

yσn

yσn 1–

x̂

ŷ
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直線回帰計算

例と し て この表のすべてのデータ を使用する。

        （STAT）  （OFF）

                                     （STAT）

                 （A+BX）  

           
           
           
           

                                                  
                                     

             
             
             
             
                                                    
                                                        

                 （STAT） （Sum）

                                ( ) 

x y  x y
1.0 1.0 2.1 1.5
1.2 1.1 2.4 1.6
1.5 1.2 2.5 1.7
1.6 1.3 2.7 1.8
1.9 1.4 3.0 2.0

xy

Juniper.book  Page 51  Wednesday, August 22, 2012  2:03 PM



52

                  （STAT） （Var） 

                                   ( )  

          （STAT）  （MinMax） 

                                  (Max Y)  

                 （STAT） （Reg） 

                                         （A） 

             
                     （STAT）（Reg）

                                              （B）

 （STAT）  （Reg）  （r）  

   *      （STAT）  （Reg）

                                             ( ) 

**      （STAT）  （Reg）

                                            ( ) 
       * 推定値 (y = 3 →  = ?) 

      ** 推定値 (x = 2 →  = ?) 

xσn

x̂

ŷ

x̂

ŷ
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2次回帰計算 （_+CX） 選択時のコマンド

2次回帰計算は、 以下の方程式モデルに基づいて実行されます。

                     y = A + BX + CX2

例 ：

 = A + Bx + Cx2

A
y

n
--------- B

x
n

--------- 
 – C

x
2


n

----------- 
 –=

B
Sxy Sx

2
x

2
Sx

2
y Sxx

2•–•

Sxx Sx
2
x

2
Sxx

2( )
2

–•
-------------------------------------------------------------------=

C
Sx

2
y Sxx Sxy Sxx

2•–•

Sxx Sx
2
x

2
Sxx

2( )
2

–•
--------------------------------------------------------------=

Sxx x
2 x( )2

n
----------------–=

Sxy xy
x y•
n

-----------------------–=

Sxx
2

x
3 x x

2
•

n
--------------------------–=

Sx
2
x

2
x

4 x
2

( )
2

n
-------------------–=

Sx
2
y x

2
y

x
2

y•
n

--------------------------–=

x̂1
B– B

2 4C A y–( )–+
2C

-----------------------------------------------------=

x̂2
B– B

2 4C A y–( )––
2C

-----------------------------------------------------=

ŷ
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Regサブメニュー （  （STAT）  （Reg））

Sumサブ メ ニュー （総和）、 Varサブ メ ニュー （標本数、 平均、 標

準偏差）、 およびMinMaxサブ メ ニュー （最大値、 最小値） の操作

は直線回帰計算の場合と同じ です。

2次回帰計算

例 ：

使われているすべてのデータは以下の表のとお り です。

                （STAT） （Type）

                                       （_+CX2） 

                                                        

           （STAT）  （Reg） 

メニュー項目 求められる解

 A 回帰係数の定数項 A

 B 回帰係数の一次係数 B

 C 回帰係数の二次係数 C

 x1 推定値

 x2 推定値

 y 推定値

x y  x y
1.0 1.0 2.1 1.5

1.2 1.1 2.4 1.6

1.5 1.2 2.5 1.7

1.6 1.3 2.7 1.8

1.9 1.4 3.0 2.0

x̂1

x̂2

ŷ
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                                         （A） 

                 （STAT） （Reg）

                                          （B）
                     

                 （STAT） （Reg）

                                         （C）
            y = 3 →  = ?

   （STAT）  （Reg）

                                          ( ) 
      y = 3 →   = ? 

           

          （STAT）  （Reg）

                                          ( ) 
     x = 2 →  = ?

         

          （STAT）  （Reg）

                                             ( ) 
その他の回帰計算について

各種の回帰計算に含まれる コ マ ン ド の計算式について詳 し く は、
記載の計算式を参照し て く だ さい。

例 ：

対数回帰 （In X）

y = A + BInX 

A =

B =

x̂1

x̂1

x̂2

x̂2

y

ŷ

y B xln•–
n

--------------------------------------

n xln( )y x y•ln–•

n xln( )2
xln( )2

–•
-------------------------------------------------------------------
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 = A + Blnx

e 指数回帰 （e^ X）

y = AeBx

A =

B =

 

ab 指数回帰 （A ⋅ B^X）

y = ABX

A =

B =

            = ABx

r
n xln( )y x y•ln–•

n xln( )2
xln( )2–•{ } n y

2
y( )2–•{ }

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------=

x̂ e

y A–
B

------------
=

ŷ

yln B x•–
n

--------------------------------------exp

n x y x yln•–ln•

n x
2

x( )2
–•

--------------------------------------------------------------

r
n x y x yln•–ln•

n x
2

x( )2–•{ } n yln( )2
yln( )2–•{ }

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------=

x̂
yln Aln–
B

-----------------------=

ŷ Ae
Bx=

yln B x•–
n

--------------------------------------exp

n x y x yln•–ln•

n x
2

x( )2–•
--------------------------------------------------------------

r
n x y x yln•–ln•

n x
2

x( )2
–•{ } n yln( )2

yln( )2
–•{ }

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------=

x̂
yln Aln–
B

-----------------------= ŷ
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べき乗回帰 （A ⋅ X^B）

y = AXB

A =

B =

 = AxB

逆数回帰 （1/X）

A =

B =

yln B xln•–
n

--------------------------------------------exp

n x y xln yln•–ln•

n xln( )2
xln( )2–•

--------------------------------------------------------------------

r
n x y x yln•ln–lnln•

n xln( )2
xln( )2–•{ } n yln( )2

yln( )2–•{ }
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------=

x̂ e

yln Aln–
B

-----------------------
=

ŷ

y A
B
X
---+=

y B x
1

•–
n

-----------------------------------

Sxy
Sxx
---------

r
Sxy

Sxx Syy•
-----------------------------=

Sxx x
1–

( )
2 x

1
( )

2

n
-------------------–=

Syy y
2 y( )2

n
----------------–=

Sxy x
1–( )y

x
1

y•
n

--------------------------–=

x̂
B

y A–
------------=

ŷ A
B
x
---+=
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回帰曲線の比較

以下の例では、 この表のデータが使用されています。 

対数、 e指数、 ab指数、 べき乗、 逆数回帰の相関係数を比較する。

            （STAT）  （Type）

            （InX）  （STAT）

                         （Reg）（r）
                   （STAT）（Type）

            （e^X）  （STAT）

                         （Reg）（r）
                 

                   （STAT）（Type）

       （A⋅B^X）  （STAT）

                         （Reg）（r）
                    （STAT）（Type）

         （A⋅B^X）  （STAT）

                           （Reg）（r）
                  （STAT）（Type）

            （1/X）  （STAT）

                          （Reg）（r）

x y  x y
1.0 1.0 2.1 1.5

1.2 1.1 2.4 1.6

1.5 1.2 2.5 1.7

1.6 1.3 2.7 1.8

1.9 1.4 3.0 2.0
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その他の回帰計算

y = A + Blnx 

       
             
                          
                               
              
                               
              (STAT)(Reg)
                                          (A)
                     （STAT）（Reg）

                                           （B）
                           (STAT)(Reg)
                                            (r)

X = 80 →  = ?

        (STAT)(Reg)

                                           ( ) 
Y = 73 →  =? 

       (STAT)(Reg)

                                         ( ) 

x y
29 1.6        （STAT）  （OFF）

50 23.5     (STAT)(lnx)
74 38.0
103 46.4
118 48.9

ŷ

ŷ

x̂

x̂
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y = AeBx

        
                                
                                
                                
                        
                                        
             
                                              
               （STAT）（Reg）

                                          (A)
                     （STAT）（Reg）

                                          （B）

                     （STAT）（Reg）

                                            （r）
x = 16 →  = ? 

         （STAT）（Reg）

                                             ) 
y = 20 →  = ?

           （STAT）（Reg）

                                               ( ) 

x y
6.9 21.4        （STAT）  （OFF）

12.9 15.7      （STAT）  （e^X）

19.8 12.1
26.7 8.5
35.1 5.2

ŷ

ŷ

x̂

x̂
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y = ABx

                     
                                           

                
             （STAT）（Reg）

                                           (A)
                     （STAT）（Reg）

                                          （B）
                    （STAT）（Reg）

                                           (r)
x = 15 →  = ?

              （STAT）（Reg）

                                                  ( ) 
y = 1.02 →  = ?

                  （STAT）

                               （Reg）（ ) 

x y
-1 0.24        （STAT）  （OFF）

3 4      （STAT）  （A•B^X）

5 16.2

10 513

ŷ

ŷ

x̂

x̂
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y = AxB

             
                                  
                    
                               
                               
                               
                               
               （STAT）（Reg）

                                          (A)
                     （STAT）（Reg）

                                          （B）

                     （STAT）（Reg）

                                           (r)
x = 40 →  = ? 

            （STAT）（Reg）

                                                ( ) 
y = 1000 →  = ? 

              （STAT）

                                  （Reg）（ ) 

x y
28 2410        （STAT）  （OFF）

30 3033      （STAT）  （A•X^B）

33 3895

35 4491

38 5717

ŷ

ŷ

x̂

x̂
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y = A +  

              
                          
                                     

                    
              
              
             (STAT)(Reg)
                                           (A)
                    （STAT）（Reg）

                                           （B）
                     （STAT）（Reg）

                                           (r)
x = 3.5 →  = ? 

    （STAT）（Reg）

                                            ( ) 
y = 15 →  = ? 

                          （STAT）

                         （Reg）（ ) 

x y
1.1 18.3       （STAT）  （OFF）

2.1 9.7     （STAT）  （1/X）

2.9 6.8

4.0 4.9

4.9 4.1

B
x
---

ŷ

ŷ

x

x
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コマンド使用上のヒン ト

Regサブ メ ニ ューに含まれる コ マン ド では、 標本データの数字が

大きい場合、 対数、 e指数、 ab指数、 またはべき乗回帰の計算に時

間がかかる こ とがあ り ます。

方程式計算 （EQN）

方程式を解 く 場合は、キーを使 っ てEQN モー ド に し ます。

EQNモー ド では、未知数が3つまでの連立1次方程式の解を得る こ

とができます。

連立1次方程式

1. 2元連立1次方程式

a1x + b1y = c1

a2x + b2y = c2

2. 3元連立1次方程式

a1x + b1y + c1z = d1

a2x + b2y + c2z = d2

a3x + b3y + c3z = d3

• 係数エデ ィ ター画面を使って方程式の係数を入力し ます。 係数
エデ ィ ター画面には、 選択し た方程式の種類に応じ て、 係数を
入力するセルが表示されます。

• 方程式の種類と し て3元連立1次方程式を選択し た場合、最初に

係数エデ ィ ター画面が表示された時点ではd列が見えな く なっ

ています。 カーソルを移動する と画面がずれて、 d列が表示さ

れます。

未知数が 2 つの場合 未知数が 3 つの場合

キー 表示 表示






 または
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例 ： 方程式x + 2y = 5および3x - 2y = 3 (x = 2, y = 1.5)を解 く 。

            （EQN）  

           

                    
                                



          
例 ： 以下の連立方程式を解 く 。

2x + 3y - z = 15
3x - 2y + 2z = 4
5x + 3y - 4z = 9 (x = 2, y = 5, z = 4)

   （EQN）



 
 
     

          
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          

          

係数の入力および編集

1. 係数の入力および編集規則
-  データはカーソルのあるセルに挿入されます。 セルへの入

力内容を確定する と、カーソルが右側のセルに移動し ます。
-  係数エデ ィ ター画面に入力できる値と計算式は、 ラ イ ン表

示選択時のCOMPモー ドの場合と同じ です。

-  データの入力の途中でを押すと、入力中のデータが消去

されます。

-  データ を入力したら、を押し ます。 これによ って値が

確定され、 選択中のセルに6桁までの数値が表示されます。

-  セルの内容を変更するには、 カーソル キーを使って目的の

セルに カ ー ソルを移動 し てから新 し いデー タ を入力 し ま
す。

2. 係数エデ ィ ター画面での入力中にキーを押すと、すべての

係数をゼロにできます。

3. 係数エデ ィ ターでは以下の操作はできません。    およびマルチステー ト メ ン ト は係数エ

デ ィ ターでは入力できません。

例 ： 以下の1次方程式を解 く 。

 x - y + z = 2; x + y - z = 0; -x + y + z = 4
   （EQN）



 
 
                                 
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          

 
 

  

          

          

解の表示

係数エデ ィ ター画面で数値の入力を確定し た状態でを押すと、

方程式の解が表示されます。

• 解が複数ある場合は、を押すたびに次の解が表示されます。

最後の解の表示中にを押すと、 係数エデ ィ ター画面に戻り

ます。

• 連立1次方程式の場合、およびを使ってXとY （および

Z） の解の表示を切り替える こ とができます。

• 係数エデ ィ ター画面に戻るには、 以下の操作を行います。

（1） 解の表示中にを押し ます。

（2） 最後の解の表示中にを押し ます。

• 解の表示形式は、 セ ッ ト ア ッ プ画面の入力式および計算結果の
表示形式設定に従います。

• 方程式の解の表示中は、 値の表示を工学指数方式に変換する こ
とはできません。

特別な解の表示

方程式の解が無限にある場合、画面に[Infinite of sol]と表示されま

す。

方程式が解を持たない場合、画面に[No solution]と表示されます。 を押し て、表示された メ ニューから方程式の種類を選択し

ます。 方程式の種類を変更する と、 すべての係数の値がゼロに変
わり ます。
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例 ：
   （EQN）




  

  

          

          

関数式からの数値テーブル生成 （TABLE）

数値テーブル生成の操作の流れ

こ こ では、 以下の数値と関数式を使っ て数値テーブルを生成する
手順を紹介し ます。

関数式 ： f(x) =x2+ 

開始値 ： 1; 終了値 ： 5; ステ ッ プ値 ： 1

この節に記載の計算はすべて TABLE モー ド （ ） で行っ

て く だ さい。

1
2
---
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
（1）   （TABLE） を押し ます。

                  

（2） 関数式を入力し ます。

                  

（3） 関数式の入力内容を確認し て、を押し ます。

開始値の入力画面が表示されます。

                

初期値が1ではない場合は、 この例の開始値であるを押し

て初期値を指定し ます。

（4） 開始値を指定し たら、を押し ます。

終了値の入力画面が表示されます。

       

終了値を指定し ます。

（5） 終了値を指定したら、を押します。

ステ ッ プ値の入力画面が表示されます。

              

ステ ッ プ値を指定し ます。

開始値、 終了値、 およびステ ッ プ値の指定について詳し く は、
「開始値、 終了値、 およびステ ッ プ値の入力規則」 を参照し て
く だ さい。

（6） ステ ッ プ値を指定し たら、を押し ます。

                     

キーを押すと、 関数式エデ ィ ター画面に戻り ます。

現在指定 さ れて い る
初期値が1である こ と

が表示されます。

現在指定 さ れて い る
初期値が5である こ と

が表示されます。

現在指定されている
初期値が 1 である こ
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登録できる関数式の種類
• 変数メ モ リ X を除 く 各変数メ モ リ （A、 B、 C、 D、 Y） および

独立メ モ リ （M） は、 すべて数値 （現在変数メ モ リ内に書き込

まれている数値、または現在独立メ モ リ内に格納されている数
値） と し て扱われます。

• 変数メ モ リXだけは関数式の変数と し て使用できます。

• 座標変換 （Pol、 Rec） 関数は数値テーブル生成の関数式と し

て使用できません。
• 数値テーブル生成の操作によ って、 変数メ モ リ Xの内容が変わ

り ます。

開始値、 終了値、 およびステップ値の入力規則
• 値の入力は常にラ イ ン表示形式で行います。
• 開始値、 終了値、 およびステ ッ プ値には、 数値または計算式 （結果

が数値になる計算式） を指定できます。
• 開始値よ り も小 さ い終了値を指定する と エ ラ ーにな り、 数値

テーブルが生成されません。
• 開始値、 終了値、 およびステ ッ プ値に指定し た値によ っ て、 x

値が30個までの数値テーブルを生成できます。 開始値、 終了

値、 およびステ ッ プ値に指定し た値によ っ て生成される数値
テーブルのx値が30個を超える場合はエラーにな り ます。

注 ： 関数式および開始値、 終了値、 ステ ッ プ値の指定条件によって
は、 数値テーブルの生成に時間がかかる こ とがあり ます。

数値テーブル画面

数値テーブル画面には、 指定し た開始値、 終了値、 およびステ ッ
プ値から計算されたx値と、そのx値を登録し た関数式f(x)に代入し

て得られたf(x)値の一覧が表示されます。

• 数値テーブル画面は各要素の数値の表示がで き る だけです。
テーブルの内容の編集はできません。

• キーを押すと、 関数式エデ ィ ター画面に戻り ます。

TABLEモード時のご注意

TABLE モー ド のと きにセ ッ ト ア ッ プ画面で入力式および計算結果

の表示形式 （自然表示またはラ イ ン表示） を変更する と、 数値テー
ブル生成用に登録されていた関数式が消去されます。
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検証コマンドの使用

2つの数値を比較するには、キーを使ってVERIFYモー ド にし

ます。

入力および編集
• 以下の計算式を入力した場合、VERIFYモー ド で検証できます。

A. 比較演算子を1つ含む等式または不等式。

4 = ; 4 ≠ 3; π > 3; 1 + 2 ≦ 5; (3 ✕ 6) < (2 + 6) ✕ 2;な

ど。

B. 複数の比較演算子を含む等式または不等式。

1 ≦ 1 < 1 + 1; 3 < π < 4; 22 = 2 + 2 = 4; 2 + 2 = 4 < 6; 2 + 3

= 5 ≠ 2 + 5 = 8; など。

• 画面に入力でき る値と計算式は、COMPモー ド の場合と同じ で

す。
• 計算式は、 左辺、 右辺、 比較演算子を含めて99バイ ト まで入力

できます。

•  キーを押すと、 関数のメ ニューが表示されます。 入力

する関数に対応する数字キーを押し ます。

• 比較演算子のない計算式では、を押すと、 計算式の末尾に

自動的に= 0が追加されます。

• 以下の操作はできません。    お よ び マ ルチ ス テ ー ト メ ン ト は

VERIFYモー ド では入力できません。

キー 画面表示





キー 画面表示

 1: = 2: ≠


（検証）

3: > 4: <

5: ≥ 6: ≤

16
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• 以下の計算式を入力する とSyntax ERRORにな り ます。

A. 左辺または右辺がない計算式 （例 ： = )

B. 比較演算子が分数または関数である計算式 （例 ： ,

cos (8 • 9))

C. 比較演算子がかっ こ で囲まれている計算式 （例 ： 8< (9 <
10)）

D. 比較演算子が複数あ り、 それぞれの向きが異な る計算式

（例 ： 5≦ 6 ≧ 4）

E. 以下のどれか2つの比較演算子が含まれる計算式 （例 ： 4< 6
• 8）

F. 比較演算子が連続し て記述されている計算式 （例 ： 5 ≥> 4）

例 ： 7 ÷ 9 < 14 ＋ 9 (TRUE)を検証する


  （VERIFY）

  

   （VERIFY）   （<）

    
例 ：
   （VERIFY）

 （VERIFY）  （<） 

    

5 7

1 1=( )
2

------------------
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例 ： Syntax ERROR - 左辺または右辺があ り ません。

  （VERIFY）  （>）  

    
例 ： Syntax ERROR - 比較演算子が分数または関数です。

    （VERIFY） （<）    

  

   
例 ： Syntax ERROR - 比較演算子がかっ こ で囲まれています。   （VERIFY）  

   （VERIFY）  （<）   

          

          

            
例 ： Syntax ERROR

   （VERIFY）  （•）   （VERIFY）  （≦）  
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          

     （VERIFY）  
比率計算 （PROP）

比率式を解 く 場合は、以下のキーを使ってPROPモー ド にし ます。

PROPモー ド では、 比率式の中のX値を求める こ とができます。

係数の入力および編集
• PROPモー ド では、 a/b = X/d （またはa/b = c/X） とい う比率

式のa、b、cおよびd値がわかっ ている場合にX値を特定できま

す。
• 係数エデ ィ ター画面を使って比率式の係数を入力し ます。 係数

エデ ィ ター画面には、 選択し た比率式の種類に応じ て、 係数を
入力するセルが表示されます。

• 係数の入力および編集規則
-  データの入力は、 カーソルのあるセルに対し て行われます。

セルへの入力内容を確定する と、 カーソルが右側のセルに
移動し ます。

-  係数エデ ィ ター画面に入力できる値と計算式は、 ラ イ ン表

示選択時のCOMPモー ドの場合と同じ です。

-  データの入力の途中でを押すと、入力中のデータが消去

されます。

-  データ を入力したら、を押し ます。 これによ って値が

確定され、 選択中のセルに6桁までの数値が表示されます。

a/b = x/d a/b = c/x

キー 画面表示 画面表示






または
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-  セルの内容を変更するには、 カーソル キーを使って目的の

セルに カ ー ソルを移動 し てから新 し いデー タ を入力 し ま
す。

• 係数エデ ィ ター画面での入力中にキーを押すと、 すべての

係数をゼロにできます。

• 係数エデ ィ ターでは以下の操作はできません。   およびマルチステー ト メ ン ト は係数エデ ィ タ ーでは

入力できません。

例 ： 1:2 = X:5
  （PROP） 

               

          

          
例 ： 1:2 = 10:X

  （PROP） 
              

          
例 ： 3:8 = X:12   （PROP） 

              

               
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          

例 ：  :8-1 = X:12


  （PROP） 

 

          

          

          
PROPモードでの解の表示

• 係数エデ ィ ター画面で数値の入力を確定し た状態でを押す

と、 比率式の解が表示されます。
• 係数エデ ィ ター画面に戻るには、 以下の操作を行います。

A. 解の表示中にを押し ます。

B. 最後の解の表示中にを押し ます。

• 解の表示形式は、 セ ッ ト ア ッ プ画面の入力式および計算結果の
表示形式設定に従います。

• 比率式の解の表示中は、 値の表示を工学指数方式に変換する こ
とはできません。

•   （PROP） を押し て、 表示された メ ニューから比率式

の種類を選択し ます。 比率式の種類を変更する と、 すべての係
数の値がゼロに変わり ます。

• 係数にゼロを指定し て計算する とMath ERRORにな り ます。

例 ：
             

1
3
---
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     

          

         

         

         

           

              
例 ：

            

          

        

        
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技術情報

計算の優先順位

以下の優先順位に従っ て、 左から右へと計算が実行されます。

1. かっ こで囲まれた計算式。

2. かっ こ付きの関数 ：

Pol(、 Rec(、 GCD(、 LCM(、 sin(、 cos(、 tan(、 sin-1(、 cos-1(、

tan-1(、 sinh(、 cosh(、 tanh(、 sinh-1(、 cosh-1(、 tanh-1(、 log(、
ln(、 Rnd(、 Int(、 IntG(

3. 数値、 べき乗、 べき乗根を伴 う関数。

例：x2、x3、x-1、x!、° ’ ”、°、r、g、xy、x、%、、3、10x、ex、Abs

4. 分数 ： a b/c

5. 前置記号 ： （-） （負符号）

6. 統計の推定値計算 ： x^、 y^、 1x^、 2x^
単位換算コ マン ド （cm►inなど）

7. 乗算省略

8. nPr、 nCr 

9. ✕、 ÷、 ÷R

10. +, - 

スタック数の制限

この関数電卓には、 優先順位の低い計算数値、 計算命令、 および
関数を一時的に記憶する 「ス タ ッ ク」 と呼ばれる メ モ リ領域があ
り ます。 以下に示すとお り、 数値用のス タ ッ クは10段、 命令用の

ス タ ッ クは24段まで使用できます。
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数値用 と 命令用のど ち らかのス タ ッ ク数を超えて計算式を入力
し、計算を実行し よ う とする と、ス タ ッ ク  エラー（Stack ERROR）

にな り ます。

演算範囲、 演算桁数、 および精度について

演算範囲、 内部演算桁数、 および精度は、 実行する計算の種類に
よ って異な り ます。

演算範囲および精度

関数計算時の入力範囲と精度 

演算範囲 ±1✕10-99 ～ ±9.9999999✕10-99 または 0

内部演算桁数 15 桁

精度 原則と し て 1 回の計算につき 10 桁目の誤差が±1 と な り ます。指数で表示する場合には、誤差

は有効桁数の最下位桁で ±1 と な り ます。 連続

し て計算を行った場合は、 誤差が累積されます

関数 入力範囲

sin DEG 0 ≦ < 9 ✕ 109

RAD 0 ≦ < 157079632.7

GRA 0 ≦ < 1 ✕ 1010

（1） 2

（2） 3

（3） 4

（4） 5

（5） 4⋮
（1） ✕

（2） (

（3） (

（4） +

（5） ✕

（6） (

（7） +⋮

数値用ス タ ッ ク 命令用ス タ ッ ク

x x

x

x
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cos DEG 0 ≦ < 9 ✕ 109

RAD 0 ≦ < 157079632.7

GRA 0 ≦ < 1 ✕ 1010

tan DEG sin と同じ。 ただ し以下の場合を除 く

GRA sin と同じ。 ただ し以下の場合を除 く

RAD sin と同じ。 ただ し以下の場合を除 く

sin-1

0≦ ≦1
cos-1

tan-1 0≦ ≦9.999999999 ✕ 1099

sinh
0≦ ≦230.2585092

cosh

sinh-1 0≦ ≦4.999999999 ✕ 1099

cosh-1 0≦ ≦4.999999999 ✕ 1099

tanh 0≦ ≦9.999999999 ✕ 1099

tanh-1 0≦ ≦4.999999999 ✕ 10-1

Log /ln 0< ≦9.999999999 ✕ 1099

10x -9.999999999 ✕ 1099 ≦ ≦ 99.999999999

-9.999999999 ✕ 1099 ≦ ≦ 230.2585092

0≦ <1 ✕ 10100

<1 ✕ 1050

<1 ✕ 10100 ; ≠0

x x

x

x

x x
x 2n 1–( ) 90×=

x

x 2n 1–( ) π
2
---×=

x
x 2n 1–( ) 100×=

x
x

x

x x

x
x

x

x x

x x

x x

x x

x x x

x

ex x

x x

x2 x

1 x⁄ x x
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<1 ✕ 1010

0≦ ≦69 （ は整数）

n r 0≦ <1 ✕ 1010, 0≦ ≦  （ 、 は整数）

1≦ <1 ✕ 10100

n r 0≦ <1 ✕ 1010, 0≦ ≦  （ 、 は整数）

1≦ <1 ✕ 10100

Pol( ) , ≦9.999999999 ✕ 1049

≦9.999999999 ✕ 1099

Rec( ) 0≦ ≦9.999999999 ✕ 1099

: sin x と同じ

° ’ ”
←
° ’ ”

, b, c<1 ✕ 10100    0≦b,c

<1 ✕ 10100

10 進数 ↔ 60 進数の変換

0°  0’  0” ≦ ≦ 999999° 59’ 59

^ >0; -1✕ 10100< log <100

=0; >0

<0 : = ,  （ 、 は整数）

ただ し、 -1✕ 10100<1/ log <100

>0 : ≠0, -1 ✕ 10100<1/ log <100

=0; >0

<0; ,  （ ≠0、 、 は整数）

ただ し、 -1✕ 10100<1/ log <100

a b/c 整数、 分子、 分母の合計桁数が 10 桁以下である必

要があ り ます （区切り記号を含む）

GCD -1 ✕ 1010 <  < 1 ✕ 1010

-1 ✕ 1010 <  < 1 ✕ 1010

x3 x

x! x x

P n r n n r

n! n r–( )!⁄{ }

C n r n n r

n! r! n r–( )!{ }⁄[ ]

x y, x y

x
2

y
2

+( )

r θ, r

θ x

a

x

x

xy( ) x y x

x y

x y n
m

2n 1+
---------------- m n

y x

yx y x x y

y x

y x 2n 1+= 2n 1+
m

---------------- m m n

x y

x

y
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• 基本的に、 精度は上記 「演算範囲および精度」 での説明のとお
り です。

• ^ 、 、 3、 x!、 nPr、 nCrなど内部で連続演算を行う関数

では、 内部での1回の計算ご とに発生し た誤差が累積される こ

とがあ り ます。
• 関数の特異点や変曲点の近 く で、 誤差が累積されて大き く なる

こ とがあ り ます。

エラー メ ッセージ

演算範囲を超える計算を実行し よ う と し た り、 不適切な入力を試
みた りするなど、 何らかの問題が発生する と、 エラー メ ッ セージ

が表示されます。

エラー メ ッセージへの対処

エラー メ ッ セージが表示されと きには、 一般に以下の操作が有効

です。

• またはを押すと、 エラー メ ッ セージが表示される前に

入力し た計算式の編集画面に戻り ます。 このと き、 カーソルが
エ ラー位置に移動し ます。 詳し く は、 「エ ラー位置の表示」 を
参照し て く だ さい。

• を押すと、 エラー メ ッ セージが表示される前に入力し た計

算式が消去されます。 計算式をはじめから入力し直す場合は、
この操作を行っ て く だ さい。 この場合、 エラーが発生し た計算
式は計算履歴に残らないので注意し て く だ さい。

Math Error

原因

• 計算の途中経過または結果が演算範囲を超えています。
• 入力可能な数値範囲を超えた値を入力し よ う と し ています （特

に関数の使用時）。
• 計算式に数学的な誤り （ゼロによる除算など） があり ます。

対処

• 入力し た数値を確認し、 桁数を減ら し て計算し直し ます。
• 独立メ モ リや変数 メ モ リ を関数の引数と し て使っ ている場合、

メ モ リ 内の数値がその関数で使用可能な範囲内である こ と を
確認し ます。

LCM 0 ≦ < 1 ✕ 1010

0 ≦ <1 ✕ 1010

Simp 1 ≦ n ≦ 9999 （n は整数）

RanInt#(a,b) a < b,  < 1 ✕ 1010, b-a < 1 ✕ 1010

x

y

a b

x
y( ) yx
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Stack ERROR

原因

• 数値用ス タ ッ ク または命令用ス タ ッ クの容量を超え る計算式
が実行されま した。

対処

• 計算式を簡略化 し て、 使用可能なス タ ッ クの範囲内に収めま
す。

• 計算式を2つ以上に分けます。

Syntax ERROR

原因

• 計算式の書式に誤りがあり ます。

対処

• 必要な訂正を行います。

Insufficient MEMエラー

原因

• 計算を実行するためのメ モ リが不足し ています。

対処

• テーブル計算の開始値、 終了値、 およびステ ッ プ値を調整し て
計算の実行範囲を狭 く し、 再度実行し ます。

故障を疑う前に

計算中にエ ラーが発生し た り、 計算結果がおかしかっ た り する場
合は、 以下の操作をお試し く ださい。 1つの操作によ って問題が解

決されない場合は、 順番に次の操作に移って く だ さい。

以下の操作を行 う 前に、 大切なデー タは控えを と っ ておいて く だ
さい。

（1） 計算式が間違っていないこ と を確認し ます。

（2） 正しい計算モー ドが選択されている こ と を確認し ます。

（3） 上記の操作を行っ て も問題が解決されない場合は、キー

を押し ます。 このキーを押すと、 計算機能が正常であるかど う か
がチ ェ ッ ク されます。異常が発見された場合は、自動的に計算モー
ド が初期状態に戻り、 メ モ リの内容が消去されます。 設定の初期
化について詳し く は、 「計算モー ド およびその他の設定の初期化」
を参照し て く だ さい。

（4） 以下の操作を行 う と、 すべてのモー ド と設定が初期化されま

す。  （CLR）  （Setup）  （Yes）
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リファレンス情報

電源および電池交換

電源には、 太陽電池およびボタ ン電池 （LR44） の2電源が使われ

ています。

電池の交換

電池が消耗する と、 液晶の表示が薄 く な っ てきます。 電池が消耗
し た状態で使用を続ける と、 正常に動作し な く なる こ とがあ り ま
す。 表示が薄 く な っ てきたら、 すみやかに電池を交換し て く だ さ
い。 また、 正常に使用できて も、 2年に1回は電池を交換し て く だ

さい。

重要 ： 電池を取り外す と、 独立 メ モ リや変数 メ モ リ などの内容は
消去されます。

1）   （OFF） を押し ます。

2） 電池カバーを取り外し ます。

3） プ ラスと マイナスの向きに注意し て新しい電池を入れ

ます。
4） 電池カバーを取り付けます。

5） 以下の順にキーを押し ます。   （CLR）  （All）  （Yes）

このキー操作は必ず行って く だ さい。
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自動電源オフ

この関数電卓は、 操作完了後、 約8分で自動的に電源が切れます。

この場合、キーを押すと電源が入り ます。

仕様

電源 ：

電池 ： ボタ ン電池 （LR44）

1年 （1日に1時間使用し た場合）

動作温度 ： 0°C～40°C

付属品 ： ハー ド  ケース

規定に関するご注意

　 この装置は、 ク ラ スB情報技術装置です。 この装置は、 家庭環境

で使用する こ と を目的と し ていますが、 この装置がラ ジオやテレ
ビジ ョ ン受信機に近接し て使用される と、 受信障害を引き起こす
こ とがあ り ます。

　 取扱説明書に従って、 正しい取り扱いを し て下さい。

Ｖ Ｃ Ｃ Ｉ － Ｂ

European Union Regulatory notices （欧州連合

向け）

Products bearing the CE marking comply with the following 
EU Directives:

• Low Voltage Directive 2006/95/EC

• EMC Directive 2004/108/EC

• Ecodesign Directive 2009/125/EC, where applicable

• RoHS Directive 2011/65/EU
CE compliance of this product is valid if powered with the 
correct CE-marked AC adapter provided by HP.
Compliance with these directives implies conformity to 
applicable harmonized European standards (European 
Norms) that are listed in the EU Declaration of Conformity 
issued by HP for this product or product family and available 
(in English only) either within the product documentation or 
at the following web site:www.hp.eu/certificates (type the 
product number in the search field).
The compliance is indicated by one of the following 
conformity markings placed on the product:

Juniper.book  Page 85  Wednesday, August 22, 2012  2:03 PM



86

Please refer to the regulatory label provided on the product.
The point of contact for regulatory matters is:
Hewlett-Packard GmbH, Dept./MS:HQ-TRE, Herrenberger 
Strasse 140, 71034 Boeblingen, GERMANY.

Korean Notice Class B （韓国向けクラスB）

Perchlorate Material-special handling may 

apply （米国向け）

This calculator's Memory Backup battery may contain 
perchlorate and may require special handling when recycled 
or disposed in California.

Disposal of Waste Equipment by Users in 

Private Household in the European Union （欧

州連合向け）

This symbol means do not dispose of 
your product with your other household 
waste. Instead, you should protect 
human health and the environment by 
handing over your waste equipment to a 
designated collection point for the 
recycling of waste electrical and 
electronic equipment. For more 
information, please contact your 
household waste disposal service or go 
to http://www.hp.com/recycle/.

化学物質

HP で は、 REACH （Regulation EC No 1907/2006 of the
European Parliament and the Council） などの法的要件に準拠

するため、 弊社製品に含まれる化学物質に関する情報を、 必要に
応じ てお客様に提供する こ と に努めています。 お使いの製品の化
学物質情報に関する報告書については、 http://www.hp.com/go/
reach/ （英語サイ ト ） を参照し て く だ さい。
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China RoHS （中国向けRoHS）
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